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 要 旨   

背景：アルコール使用障害（AUD）リスクは大学生に非常に多く見られ、個人内（メタ認知、性格

特性など）および個人間（社会的動機、飲酒アイデンティティ、飲酒規範など）の両方の心理的

要因と関連している。過度の飲酒（BD）も若者に広く見られる飲酒パターンであり、AUD リスク

とは異なり、主に個人間要因によって予測される。BD自体が AUDのリスク要因であるため、直接

パス（BDとは独立した個人内/個人間要因を含む）と間接パス（個人間要因が BDを通じて AUDリ

スクを増大させる）を組み合わせた、AUDリスクへの二重心理的パスモデルを検証した。 

 

方法：フランスの 2026人の大学生（Mage = 20.46、SD = 2.82、女性 67.42%）を対象としたオン

ライン調査で、BDおよび AUDリスクを予測する幅広い心理的要因を評価した。パーセンタイルブ

ートストラップ推定値を用いた多変量媒介モデルにより、これらの心理的要因が AUDITの 3つの

サブディメンション（アルコール摂取量、依存症状、アルコール関連問題）に及ぼす直接的およ

び間接的（BD経由）影響を検証した。 

 

結果：AUDリスクへのデュアルパスモデルが支持され、これは、主に BDとは無関係な個人内要因

（対処動機、抑うつ症状、制御不能信念など）の影響を受けた直接パスと、主に BDを介した個人

間要因（社会的動機、向上動機、飲酒規範など）の影響を受けた間接的な BD媒介パスで構成され

る。 

 

結論：直接的/個人内リスク要因と間接的/個人間リスク要因を組み合わせたこの新しいデュアル

パス概念化により、若者の AUD リスクの主要な心理的決定要因が特定され、AUD リスクの新たな

予防手段が提供される。 
 


